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研究成果の概要（和文）：造血器悪性腫瘍特異的QPLの開発と質問促進プログラムの検討を目的にインタビュー
データの解析およびWEB質問紙調査を実施した。WEB調査では造血器悪性腫瘍患者324名から回答を得た。QPL案
102項目中、回答者の80%以上が「重要」と回答した70項目に加え対象者背景ごとの意向を検討して造血器悪性腫
瘍特異的QPLを確定する。また、80％以上が診断時と初発治療中のQPL配布を希望していたことから、初発時の介
入を視野に質問促進プログラムの検討を進める。

研究成果の概要（英文）：We aimed to develop a Question prompt list (QPL) specific to hematological 
malignancies and to examine the QPL program. 324 patients with hematological malignancies responded 
to the web-based survey. 70 of the 102 proposed QPL items, which more than 80% of respondents 
answered as "important," were added to the list of QPL. In addition, we will examine associations 
between the respondents’ background (e.g., sex, age, disease) and responses to proposed QPL items 
to establish a hematological malignancies-specific QPL. Since more than 80% of the respondents 
wanted the QPL distributed at the time of diagnosis and during initial treatment, we will consider 
to offer the QPL program at the time of the initial diagnosis.

研究分野： 医歯薬学

キーワード： がん　造血器悪性腫瘍　コミュニケーション　意思決定　質問促進リスト　質問促進プログラム

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、病態や治療の複雑さから困難とされてきた造血器悪性腫瘍患者・家族の意思決定支援のためのプログ
ラム開発を目的とした点が最大の特徴である。現行のコミュニケーション促進プログラムのほとんどが固形悪性
腫瘍患者を対象としており、国内で造血器悪性腫瘍に特化したプログラムが無いなかで、造血器悪性腫瘍患者の
意向に基づいた意思決定支援プログラムを開発することは、学術的意義および社会的意義の高い試みと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

白血病や悪性リンパ腫などの造血器悪性腫瘍は、病態が複雑で治療の選択肢も多岐に渡るこ

とから、患者は意思決定に困難を抱えている。造血器悪性腫瘍患者に対する情報提供や意思決定

支援の不十分さが国内外の研究で明らかにされており、意思決定支援の具体的方策の検討が必

要と考えた。意思決定支援を目的としたコミュニケーション促進プログラムの一つに、質問促進

リスト（Question Prompt List: QPL）がある。QPL は患者が治療や今後の方針を医療者と話し

合う際に自らの考えや質問を整理し、面談時に質問をしながら話し合いの内容を理解するため

の質問リストである。国内外の先行研究では、QPL 介入の有効性が明らかとなっており、今回、

造血器悪性腫瘍の病態や治療の特徴と造血器悪性腫瘍患者のニーズを反映した QPL の開発と支

援策を検討することとした。 

 
２．研究の目的 

研究開始当初の目的は、造血器悪性腫瘍患者を対象とした疾患特異的 QPL と質問促進プログ

ラムの開発および有用性検証であった。しかし、2020 年から COVID-19 感染拡大下での研究実施

となり、対象、方法、スケジュールの修正を重ね、「造血器悪性腫瘍特異的 QPL の開発と質問促

進プログラムの検討」を目的に調査を実施した。  

 
３．研究の方法 

(1) 造血器悪性腫瘍特異的 QPL 案の作成と質問促進プログラム検討のための既存インタビュ

ーデータ解析 

日本の造血器悪性腫瘍患者の意向を反映した QPL および質問促進プログラムを開発するため、

意思決定場面の特徴や問題、意思決定に関して医療者が実践しているケアを明らかにすること

を目的に、日本の造血器悪性腫瘍患者をケアする看護師 10 名を対象としたインタビューデータ

（研究代表者が過去に実施したもの）について、意思決定に注目した質的内容分析を実施した。

さらに、医師を対象としたインタビューデータ（研究代表者が過去に実施したもの）についても、

意思決定場面に注目した見直しを行い、これらの結果および先行研究をもとに、造血器悪性腫瘍

特異的 QPL 素案の作成および質問促進プログラムの検討を実施した。さらに、造血器悪性腫瘍特

異的 QPL 素案について、血液内科医 5名、看護師 5名を対象に内容妥当性、表面妥当性、追加項

目を確認し、造血器悪性腫瘍特異的 QPL 案を作成した。 

 

(2) 造血器悪性腫瘍特異的 QPL の開発と質問促進プログラムの検討（WEB 質問紙調査） 

京都大学医の倫理委員会の承認を得たのち、白血病、悪性リンパ腫、多発性骨髄腫、骨髄異形

成症候群の患者を対象とした WEB 調査を実施した（2022 年 11 月～12 月）。 

 
４．研究成果 

 (1) 内容分析の結果、意思決定する患者を支えるために看護師が実施しているケアとして、8 

つのカテゴリが抽出された。カテゴリは順に、1．信頼関係の構築とタイムリーで話しやすい関

わり、2.支持的な関わり、3．血液疾患の特徴を踏まえたうえでの、患者の意向に対する具体的

支援の提示、4．支持的な態度での情報や意見の提供、5．中立的な立場からの患者の思いの代弁、

6. 患者の意思を尊重した日々のケア実践、7. 積極的な気分転換と生活リズムの調整、8. 患者

が現状を正しくとらえ、今後を考えるきっかけづくり、であった。厳しい意思決定に直面する患

者に対し、看護師が患者のニーズや背景にある思い・価値観を見出す重要性が示唆された。その



ために、看護師は支持的で中立的な立場をとりつつ、病状の経過を予測し患者の気づきに働きか

けたり、血液疾患の特徴を踏まえて具体的支援を提示したりすることが重要と考えられた。さら

に、血液内科医のインタビューデータの内容分析からも、意思決定場面における血液内科医の役

割のカテゴリが抽出された。これらの結果から、質問促進プログラムのなかで、患者の意思決定

を支える看護師、医師がとるべきスタンスが示された。また、インタビューデータの分析結果と

先行研究から作成した造血器悪性腫瘍特異的 QPL 素案（83 項目）につき、医師・看護師を対象

に内容妥当性、表面妥当性、追加項目を確認し、最終的に 102 項目からなる「造血器悪性腫瘍特

異的 QPL 案」を作成した。 

 

(2) 白血病、悪性リンパ腫、多発性骨髄腫、骨髄異形成症候群の患者 324 名から回答を得た

（最終回収率 55.4%）。回答者の平均年齢は 51.7±15.1 歳、男性が 226 名(69.8%)であった。治

療経験者は 273 名(84.3%)であった。造血器悪性腫瘍特異的 QPL 案 102 項目のうち、治療経験者

の 80%以上が重要と回答した項目は 75 項目あった。そのなかでも、治療経験者の 90%以上が重要

と答えた項目は、「病期について」「治療法について」「合併症・副作用について」「将来起こりう

る症状とその治療・対処法について」「費用、治療中の生活について」であった。この結果から、

意思決定の際は、病気や治療に関することだけでなく、将来的な問題や経済的な問題、日常生活

についても質問したいというニーズがあることが明らかとなった。 

未治療者も含む 324 名の回答について検討したところ、造血器悪性腫瘍特異的 QPL 案 102 項

目のうち、80%以上が「重要」と回答した項目は 70項目あった。この 70項目を造血器悪性腫瘍

特異的 QPL の基本項目としたうえで、さらに対象者背景（治療経験、疾患、性、年齢、家族形態、

職など）ごとの意向も検討したうえで、造血器悪性腫瘍特異的 QPL を確定する。また、QPL の配

布時期について、80％以上が診断時と初発治療中の配布を希望していた。本研究結果をもとに、

患者の意向に基づいた造血器悪性腫瘍特異的 QPL を用いた質問促進プログラムの確定、有用性

の確認を今後行っていく。 
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